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研究成果の概要（和文）：歯周炎と診断された13名の被験者に15個の部分床義歯を装着し，19本の支台歯を被験
歯とした．義歯装着後，６ヶ月に渡って，歯周組織の状態と咬合圧を記録した．エックス線評価にはデジタルサ
ブトラクション法を用い，ベースラインと各測定日間で，グレーレベル（GL）を評価した．歯周組織の状態は観
察期間を通じて有意な変化を認めなかった．義歯装着日の義歯あり・なしの支台歯にかかる咬合圧に有意差を認
めた．遠心骨頂部のGLが装着１週間後のみ有意に上昇した．デジタルサブトラクション法による評価より，義歯
装着後早期に，支台歯の遠心骨頂部に機械的刺激への反応が確認されたものの，６ヶ月後にはベースラインの水
準に戻った．

研究成果の概要（英文）：Nineteen abutment teeth of 15 dentures inserted for 13 subjects diagnosed 
with periodontal diseases were evaluated. Evaluation was performed for 6 months after denture 
placement. Periodontal conditions and occlusal force were recorded. Radiographic analysis was 
performed using the digital subtraction and evaluate the grey level (GL) between the baseline and a 
follow-up period. No significant differences were found in any of the periodontal records. The force
 on the abutment tooth with denture was significantly lower than that without denture on the day of 
the placement. The GL at distal crestal bone at 1-week follow-up examination was significantly 
higher than the baseline. As conclusions, the digital subtraction radiographic analysis confirmed 
the evidence of transitory reaction to mechanical stress in the distal crestal bone of the abutment 
tooth in the early days after the denture placement, while that increased level returned to the 
baseline level at 6 month after the placement.

研究分野：補綴・理工系歯学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
残存歯が歯周炎等で弱体化している場合には，ブリッジやインプラントの適用も困難な場合が少なくなく，部分
床義歯が選択される場合が少なくない．このような場合，残存歯を保護するための指針が各学会よりしめされて
いるものの，科学的根拠には乏しかった．本研究の結果より，補綴専門医によって適切に設計された部分床義歯
の装着によって，機能回復が図られる一方で，残存歯の歯周組織は安定的に維持されることが科学的に示され
た．また，義歯装着後，約１週間で支台歯にはストレスによる一時的な変化が生じることも示唆され，義歯装着
後早期の義歯調整や経過観察の重要性も示唆された．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
欠損歯列のある歯周病患者に対する補綴処置において，部分床義歯が選択されることは少な

くない．歯周病患者への義歯の装着については，支台装置の種類が及ぼす影響（Kapur KK et al 

1994），欠損を放置した場合との比較（Walter MH et al 2013），歯周炎の重症度と義歯装着に

関する調査（Cabanilla LL et al 2009）などが過去に行われているものの，可撤性義歯装着が

歯周組織の保全におよぼす治療効果の検証は少ない．しかし，重度歯周炎を有する患者に対し

て義歯を装着し，咬合支持およびガイダンスを回復し，残存歯を二次固定することで，残存歯

の状況が改善したという臨床報告は多い．重度歯周炎を有する患者に対して義歯を装着し，咬

合支持を回復し，残存歯の状況の改善を目指すことは，義歯の治療の中でも最も根幹的な目的

である．これまで，その治療効果が客観的に示されてこなかった要因の一つに評価の難しさが

あったと考えられる．歯周組織の変化の評価には従来，歯周ポケット深さ，動揺度，エックス

線などが利用されるが，補綴治療との関連では一般的なアタッチメントロスや歯冠歯根比など

大きな変化を評価するにとどまっている．一方，Digital subtraction 法は，1980 年代から使

用されてきた画像診断手法である．歯周病や歯内病変の評価に使用され，スケーリング・ルー

トプレーニングや GTR 法による歯槽骨の変化の評価（Danesh-Meyer MJ et al 2002，Hwang YJ et 

al 2008），歯内療法による根尖部透過像の変化の評価（de Carvalho FB et al 2013）などによ

り，経時的な変化の評価に対する有効性が示唆されている．最近ではインプラント補綴におけ

る周囲骨の経時的評価に利用されている（Carneiro LS et al 2012 ）．Digital subtraction

法は，口腔内の定位置にフィルムを固定しエックス線写真を定点撮影し，一定期間の前後で歯

および歯周組織の質的・量的変化を視覚的に評価する手法である．エックス線写真による評価

は，病理検査のような外科的侵襲がなく，撮影に伴う被曝量はデジタル化により低減されたこ

ともあり，生体に対してほぼ非侵襲で視覚的にはおよび歯周組織を評価できる点で有用である．

また，大量の画像データを少ないスペースで保管でき，容易に画像処理，検索が行える利点を

有する．この手法を用いれば，補綴装置装着前後および装着後の長期的な変化を，従来法より

も詳細に評価することが可能であると考えられる． 

 
２．研究の目的 
部分床義歯装着により生じる残存歯および歯周組織の変化は，口腔内細菌，口腔内清掃状態，

歯周組織へのメカニカルストレスなど多くの因子に関連している．部分床義歯による補綴処置

の目的に残存歯の保護が挙げられるが，歯周病患者の部分床義歯装着による支台歯および歯周

組織の挙動について，どのような変化が生じるのかを視覚的に評価した研究はこれまでにない．

本研究の目的は，歯周病患者に対する部分床義歯装着前後における残存歯および歯周組織の変

化を Digital subtraction 画像で解析し，義歯装着が与える影響を視覚的に検討することとし

た．また，併せて，全身疾患や生活習慣など，被験者側の因子による影響を明らかにするため

の分析を行う 

 

３．研究の方法 
［被験者の選定方針、予定数、性別、年齢／除外基準］ 

東京医科歯科大学歯学部附属病院の歯周炎罹患者の中で, 以下に記載する採択・除外基準に

適合する者とする. 被験者のリクルートは，連続サンプリングにより収集する.性別は問わない.

全身疾患の把握には東京医科歯科大学歯学部附属病院健康調査票を用いる． 

採択基準 

 義歯外来・歯周病外来を受診する患者 



 20 歳以上 80 歳未満の日本人 

 治療の必要な歯周病に罹患している 

 補綴介入必要な臼歯部欠損を有する 

除外基準 

 義歯の使用が困難な患者 

 メインテナンスに応じない 

 過度な歯列不正（咬合異常） 

 プラークコントロール不良 

 妊婦および授乳婦 

 感染症，重篤な全身疾患（白血病，HIV など）を有する 

 

［インフォームドコンセントの取得方法］ 

義歯外来または歯周病外来来院時に，候補者本人に対し，研究者が，本研究の背景と目的，

方法，予想される結果，研究の危険性，研究参加内容について文書と口頭で説明を行う．本人

による書面での承諾が得られた場合にのみ，被験者として研究に参加いただく． 

被験者の研究参加は任意であり，被験者は何時でも不利益を受けることなく撤回でき，撤回

の際は参加撤回書を作成する． 

 

［使用する検体（情報）の種類、量、採取方法］ 

（１）年齢，性別，全身的・歯科的既往歴（所要時間：5分） 

本学歯学部附属病院健康調査票に従う． 

（２）Digital subtraction 法のためのデンタル X線画像撮影（所要時間：5分） 

残存歯のデンタル X線撮影（二等分面法）を行う．撮影には，IPデジタル X線画像シス

テム（モリタ社製，ディゴラオプティメ）を用いる．撮影時通法通り患者には防護用エ

プロンを着用していただく．また各個人に製作したジグを撮影用インジケータ（図 2）

に固定し，口腔内に装着していただく．この際，必要に応じて画像内にアルミニウム板

（3mm×4mm）を同時に写りこませ，補正とする． 

（３）歯周組織診査（所要時間：10 分） 

歯周ポケット深さ（PPD），プロービング時の出血（BOP）および動揺度は歯周ポケット診

査にて評価する．その他，アタッチメントロス（CAL）をセメント－エナメル境からポケ

ット底部までの距離として評価，PCR のスコア評価，X-P 上での歯冠歯根比の評価を行う． 

歯周ポケットの深さは，ポケット探針を用いて計測する． 

（４）その他の口腔内検査（所要時間：5分） 

顎関節症・ブラキシズムの有無を触診および視診にて評価する．また，研究用模型製作

のためのアルジネート印象採得を行う． 

（５）咬合力診査（所要時間：5分）プレスケール 

専用シート（GC 社，プレスケール）にて最大咬みしめ時の咬合力を評価する． 

 

【実施手順・方法】 

（１） 被験者のサンプリング 

 被験者は，本学義歯外来および歯周病外来を受診し、歯周治療が必要と判断され，補綴処置

が必要と考えられる欠損を有する者を対象とし，本研究についてインフォームドコンセントを



行う.  

（２） 術前診査 

健康調査票にて，①年齢，性別，全身的・歯科的既往歴を調査し，③歯周ポケット診査，CAL，

PCR の評価および④その他の口腔内検査を行う．CAL の測定を規格化するため，被験歯にあせて

ポケット診査用に即時重合レジンにてステントを製作する．次に，プレスケールにて⑤客観的

咬合力の評価を行う．最後に，②Digital subtraction 法のためのジグを製作した後，インジ

ケータに固定し，デンタル画像撮影を歯学部校舎棟４階放射線実習室にて行う． 

（３） 義歯製作 

部分床義歯の設計は，通法の設計原則に従う．義歯の製作には，1.型採り（30分），2.かみ

合わせの記録（30 分），3.試適（15分），4.装着時の調整（30分）の４回の予約を必要とする．

試適については，必要がないと判断される場合には省略する．新義歯装着時には，②③⑤の診

査を行う． 

（４） 義歯装着後の調査 

装着後は１日後，１週間後，１か月後，３か月後，６か月後に義歯調整に来院していただき，

その際②③⑤の診査を行う． 

（５） Digital Subtraction による評価 

デジタル X線画像上に評価対象領域（ROI）を設定し，義歯装着前の画像と，義歯装着後の

各時点での ROI におけるグレー濃度の変化を画像処理ソフトにて解析する．  

 

４．研究成果 

歯周炎と診断された 13 名の被験

者に 15 個の部分床義歯を装着し，

19 本の支台歯を被験歯とした．義歯

装着後，６ヶ月に渡って，歯周組織

の状態と咬合圧を記録した．エック

ス線評価にはデジタルサブトラク

ション法を用い，ベースラインと各

測定日間で，グレーレベル（GL）を

評価した．歯周組織の状態は観察期

間を通じて有意な変化を認めなか

った．義歯装着日の義歯あり・なし

の支台歯にかかる咬合圧に有意差を認めた．遠心骨頂部の GLが装着１週間後のみ有意に上昇し

た．デジタルサブトラクション法による評価より，義歯装着後早期に，支台歯の遠心骨頂部に

機械的刺激への反応が確認されたものの，６ヶ月後にはベースラインの水準に戻った（図）．中

等度から重度歯周炎に罹患した患者に対して RPD を装着すると，定期的な歯周病メインテナン

ス，口腔衛生指導のもとでは，残存歯歯周組織は 6か月間での経過では安定的に維持されるこ

とが示唆された．またデジタルサブトラクションによる骨密度の分析から，遊離端欠損に RPD

を装着すると，装着後 1週間後に支台歯には遠心方向への負荷がかかり一時的に骨密度の増加

を認めるものの，その後骨密度は義歯装着前の状態まで戻ることが示唆された． 
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